
院内感染対策サーベイランス公開情報 SSI 部門 

2009 年 7 月～12 月期報 

データ集計日： 2010 年 07 月 29 日 

公開情報掲載日：2010 年 10 月 06 日 

【SSI 部門におけるサーベイランスの概要と目的】 

当部門では、手術患者における術後感染の一つである手術部位感染（Surgical Site Infection、SSI）の発生状況

を監視し、その原因菌などに関するデータを参加医療機関から収集している。手術の種類（手術手技）別の SSI 発

生率を基本的な解析項目として、各医療機関に全体集計と比較したデータを還元している。また、SSI 発生のリス

ク因子別の SSI 発生率に関しても、同様に全体集計と比較したデータを還元している。さらに、各種因子別の SSI

発生率に関する全体集計を還元し、一般公開している。これらによって、参加医療機関における SSI 発生の問題点

を発見することを支援し、あわせて全国の医療機関における SSI 防止対策を支援することを目的としている。 

 

【解説】 

1. 参加医療機関数 

今回の半期報（2009 年 7 月～12 月）におけるデータ提出医療機関数は 271 医療機関であり、前期より 34 の増加

であった。どの手術手技をサーベイランスの対象とするかに関しては、各医療機関の判断に任されている。最も多

く選択された手術手技は COLN（結腸手術）で、211 医療機関がサーベイランスの対象とした。 

 

2. 手術件数と SSI 発生率 

COLN が最も多く、7300 件あまりがサーベイランスの対象となっていた。SSI 発生率は手術手技ごとのばらつき

が大きかった。低い方では、いくつかの手術手技で 0％となっている。高い方では、ESOP（食道手術）の 20.6%が

最も高く、REC（直腸手術）の 17.9%、BILI（肝胆膵手術）の 16.5%などがそれに続いている。概して、消化器系

手術の SSI 発生率が高い。 

 

3. リスクインデックス別 SSI 発生率 

本サーベイランスでは、SSI のリスク因子として以下の 3 つを定めている：創分類が Class III 以上、手術時間が

T 値（手術手技によって異なる）を超えていること、患者の術前全身状態を示す ASA スコアが 3 以上。これらのう

ち何項目に当てはまるかによって、手術症例ごとのリスクインデックス（RI）が 0 から 3 までのいずれかの値に定

められる。 

その数値によって症例を分割し、各々の群における SSI 発生率を表 2－1 に示した。おおむね、RI が大きい群ほ

ど SSI 発生率が高くなっているのがわかる。 

なお、特定の手術手技（CHOL、COLN、REC、APPY、GAST）においては特殊な方法によりリスクインデック

スを定める。詳細はリスクインデックスの算出方法（7 ページ）を参照のこと。それによって症例を分割した、各々

の群における SSI 発生率を表 2－2 に示した。 

 

4. 検体分離菌の状況 

SSI 発生件数は全体で 3435 件、そのうち培養検査が実施されているのが 2517 件であった。一検体から複数の菌

が分離される場合もあり、総分離菌数は 3769 株であった。その内訳を表 3 に示した。Enterococcus faecalis が最

も多く 532 株分離されており、以下 Pseudomonas aeruginosa、MRSA と続く。消化器系手術に SSI 発生が多いこ

とを反映して、消化器系臓器から分離される病原体が多く報告され、これらの病原体が上位 3 菌種である状況は新

システム発足後一定してみられている。 

 



1. 手術手技別手術部位感染発生状況

手術手技分類 データ提出医療機関数 手術件数 SSI件数 SSI発生率

(対象期間 2009年7月1日～2009年12月31日)

2009年7月～12月期報

院内感染対策サーベイランス公開情報 SSI部門

29 119 5 4.2%AMP
124 2206 150 6.8%APPY
124 2266 373 16.5%BILI
43 1042 30 2.9%CARD
43 645 24 3.7%CBGB
37 166 3 1.8%CBGC
144 3694 125 3.4%CHOL
211 7389 1090 14.8%COLN
26 909 18 2.0%CRAN
16 937 5 0.5%CSEC
77 417 86 20.6%ESOP
35 885 7 0.8%FUSN
41 2419 28 1.2%FX
171 5445 476 8.7%GAST
80 2429 15 0.6%HER
16 64 1 1.6%HN
52 1336 13 1.0%HPRO
25 745 16 2.1%HYST
53 984 10 1.0%KPRO
42 1249 19 1.5%LAM
57 1282 10 0.8%MAST
36 346 4 1.2%NEPH
25 93 1 1.1%OBL
28 222 2 0.9%OCVS
11 295 3 1.0%OENT
24 144 1 0.7%OES
8 624 1 0.2%OEYE
88 832 56 6.7%OGIT
41 1147 28 2.4%OGU
35 1723 12 0.7%OMS
14 284 1 0.4%ONS
9 128 0 0.0%OOB
20 176 0 0.0%OPRO
21 203 2 1.0%ORES
40 775 7 0.9%OSKN
27 318 10 3.1%PRST
196 2924 522 17.9%REC
122 1185 186 15.7%SB
12 269 5 1.9%SKGR
40 115 5 4.3%SPLE
51 1154 11 1.0%THOR
5 43 0 0.0%TP
15 118 0 0.0%VHYS
55 1614 29 1.8%VS
19 126 1 0.8%VSHN
71 423 44 10.4%XLAP
271 51909 3435 6.6%合計

2010年07月29日

公開情報掲載日: 2010年10月06日

データ集計日:

(集計対象医療機関数：271)



手術件数SSI件数
  SSI   
発生率

手術手技
分類

RI 0 RI 1 RI 2 RI 3

2-1. 手術手技別リスクインデックス別手術部位感染発生状況
(対象期間 2009年7月1日～2009年12月31日)

2009年7月～12月期報

院内感染対策サーベイランス公開情報 SSI部門

手術件数SSI件数
  SSI   
発生率 手術件数SSI件数

  SSI   
発生率 手術件数SSI件数

  SSI   
発生率

270 0.0%AMP 591 1.7% 293 10.3% 41 25.0%
73852 7.0%BILI 1303268 20.6% 21550 23.3% 103 30.0%
2102 1.0%CARD 41911 2.6% 40717 4.2% 60 0.0%
942 2.1%CBGB 2457 2.9% 30615 4.9% ― ― ―
310 0.0%CBGC 682 2.9% 671 1.5% ― ― ―
3366 1.8%CRAN 45710 2.2% 1152 1.7% 10 0.0%
6171 0.2%CSEC 3174 1.3% 20 0.0% 10 0.0%
360 0.0%ESOP 33266 19.9% 4719 40.4% 21 50.0%
5012 0.4%FUSN 3552 0.6% 293 10.3% ― ― ―
164412 0.7%FX 69213 1.9% 762 2.6% 71 14.3%
209111 0.5%HER 3083 1.0% 281 3.6% 20 0.0%
511 2.0%HN 130 0.0% ― ― ― ― ― ―
8276 0.7%HPRO 4707 1.5% 370 0.0% 20 0.0%
4764 0.8%HYST 26511 4.2% 41 25.0% ― ― ―
4953 0.6%KPRO 4434 0.9% 453 6.7% 10 0.0%
62210 1.6%LAM 5638 1.4% 621 1.6% 20 0.0%
10788 0.7%MAST 1981 0.5% 61 16.7% ― ― ―
1651 0.6%NEPH 1582 1.3% 231 4.3% ― ― ―
621 1.6%OBL 300 0.0% 10 0.0% ― ― ―
720 0.0%OCVS 652 3.1% 830 0.0% 20 0.0%
1920 0.0%OENT 803 3.8% 230 0.0% ― ― ―
941 1.1%OES 480 0.0% 20 0.0% ― ― ―
5510 0.0%OEYE 721 1.4% 10 0.0% ― ― ―
39510 2.5%OGIT 32324 7.4% 8918 20.2% 254 16.0%
8305 0.6%OGU 27816 5.8% 357 20.0% 40 0.0%
14306 0.4%OMS 2554 1.6% 331 3.0% 51 20.0%
2511 0.4%ONS 290 0.0% 40 0.0% ― ― ―
690 0.0%OOB 580 0.0% 10 0.0% ― ― ―
1240 0.0%OPRO 490 0.0% 30 0.0% ― ― ―
1140 0.0%ORES 772 2.6% 120 0.0% ― ― ―
6173 0.5%OSKN 1432 1.4% 121 8.3% 31 33.3%
2035 2.5%PRST 1144 3.5% 11 100.0% ― ― ―
51962 11.9%SB 44863 14.1% 19350 25.9% 2511 44.0%
1722 1.2%SKGR 800 0.0% 163 18.8% 10 0.0%
370 0.0%SPLE 604 6.7% 181 5.6% ― ― ―
6892 0.3%THOR 4096 1.5% 533 5.7% 30 0.0%
40 0.0%TP 290 0.0% 100 0.0% ― ― ―
720 0.0%VHYS 440 0.0% 20 0.0% ― ― ―
4942 0.4%VS 7277 1.0% 38819 4.9% 51 20.0%
681 1.5%VSHN 430 0.0% 140 0.0% 10 0.0%
2148 3.7%XLAP 14916 10.7% 5014 28.0% 106 60.0%

(集計対象医療機関数：271)

2010年07月29日

公開情報掲載日: 2010年10月06日

データ集計日:



2-2. 手術手技別リスクインデックス別手術部位感染発生状況
     (特殊なリスクインデックスを使用する手術手技)

(対象期間 2009年7月1日～2009年12月31日)

2009年7月～12月期報

院内感染対策サーベイランス公開情報 SSI部門

(集計対象医療機関数：271)

 手術 
件数

  SSI  
件数

  SSI  
発生率

手術手技
分類

RI M RI 0 RI 1 RI 2 RI 3
 手術 
件数

  SSI  
件数

  SSI  
発生率

 手術 
件数

  SSI  
件数

  SSI  
発生率

 手術 
件数

  SSI  
件数

  SSI  
発生率

 手術 
件数

  SSI  
件数

  SSI  
発生率

158113 0.8%CHOL 124740 3.2% 66445 6.8% 18024 13.3% 223 13.6%
56234 6.0%COLN 3538376 10.6% 2533462 18.2% 666182 27.3% 9036 40.0%
936 6.5%REC 1200128 10.7% 1282270 21.1% 314102 32.5% 3516 45.7%

手術手技
分類

RI 0-Yes RI 0-No RI 1 RI 2 RI 3
 手術 
件数

  SSI  
件数

  SSI  
発生率

 手術 
件数

  SSI  
件数

  SSI  
発生率

 手術 
件数

  SSI  
件数

  SSI  
発生率

 手術 
件数

  SSI  
件数

  SSI  
発生率

 手術 
件数

  SSI  
件数

  SSI  
発生率

2268 3.5%APPY 6478 1.2% 84353 6.3% 44770 15.7% 4311 25.6%
1642 1.2%GAST 104155 5.3% 3690328 8.9% 52284 16.1% 287 25.0%

2010年07月29日

公開情報掲載日: 2010年10月06日

データ集計日:



3. 手術部位感染の原因菌
(対象期間 2009年7月1日～2009年12月31日)

2009年7月～12月期報

院内感染対策サーベイランス公開情報 SSI部門

3435 2517 918 3769全SSI発生件数： 培養検査非施行件数：培養検査施行件数： 総分離菌数：

532 363 308 275 241 218 166 154 127113 1272

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ENTFS PA MRSA ENC EC 不明 BF SA CNS SE その他

(集計対象医療機関数：271)

菌種 分離数 分離割合(％)

3769n = 

上位10菌種以外はその他として集計

532 14.1ENTFS
363 9.6PA
308 8.2MRSA
275 7.3ENC
241 6.4EC
218 5.8不明
166 4.4BF
154 4.1SA
127 3.4CNS
113 3.0SE
1272 33.7その他

2010年07月29日

公開情報掲載日: 2010年10月06日

データ集計日:
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院内感染対策サーベイランス公開情報 SSI 部門 

2009 年 7 月～12 月半期報 

再集計版  

データ集計日： 2011 年 09 月 13 日 

公開情報掲載日：2011 年 10 月 24 日 

 

公開情報の図表2と図表3の集計プログラムに以下の4点の誤りがありました。本再集計版は、プログラム

修正後に該当する公開情報を再集計したものです。 

 

１． 図表 2： ASA スコア（American Society of Anesthesiologists Score：米国麻酔学会術前状態分類）6

 の症例において、「リスクインデックス」の算出時に ASA スコアを加算していなかった 

 

説明） ｢リスクインデックス｣の算出に用いられる ASAスコアはASA1 から ASA6 までありますが、ASA6 の集計が

    されていませんでした。そのため、ASA6 の症例はリスクインデックスが 1 点低く算出されており、図表 2

       の手術件数・SSI 件数･SSI 発生率に誤りがありました。 

    例） ASA コード「ASA6」（=1 点）、創分類「CC」（=0 点）、手術時間カットオフポイント以内（=0 点）の症例は、正しく

    はリスクインデックス 1点だが、0 点として集計。 

 

２． 図表 3：｢原因菌｣で用いられる病原体コードに関して、同一コードであっても全角・半角・小文であっ

 た場合に、各々を別コードとして集計していた 

 

説明） 本来は「原因菌」のコードは半角大文字ですが、全角や小文字での報告も受け付け、別々

  のコードとして集計されていました。その為図表3の手術部位感染の原因菌の分離数･割合に誤りがあ

  りました。 

 例） 半角「MRSA」98 件＋小文字「mrsa」2 件を、原因菌MRSA100 件ではなく 98 件として集計。 

 

３． 図表 3： ｢原因菌｣で用いられる病原体コードに関して、病原体不明の「UNK（全角)」を集計していな

かった 

 

説明） 病原体コードに関して、病原体不明は「不明」と半角「UNK」のみ集計されており、全角「ＵＮＫ」が集計さ 

れていませんでした。その為図表 3の手術部位感染の原因菌の分離数･割合に誤りがありました。 

 例） 半角「UNK」98 件＋全角「ＵＮＫ」2件を、病原体不明 100 件ではなく 98 件として集計。 

 

４． 「リスクインデックス」の算出時、創分類コードが半角小文字の場合、ASA スコアが全角の場合は、

加算されていなかった 

 

注） 実際には「リスクインデックス」が誤判定されたケースは無く、公開情報に影響は有りませんでした。 

  

 

上記の再集計で生じた集計結果の相違は一部でしたが、集計時期の違いから、集計対象医療機関数が異

なります。そのため 2009年 7月～12月半期報（2010年 10月 06日掲載）と再集計版とでは、上記の 4点以

外の集計結果に関しても相違があります。 

 



1. 手術手技別手術部位感染発生状況

手術手技分類 データ提出医療機関数 手術件数 SSI件数 SSI発生率

(対象期間 2009年7月1日～2009年12月31日)

2009年7月～12月期報

院内感染対策サーベイランス公開情報 SSI部門

30 139 6 4.3%AMP
128 2376 163 6.9%APPY
127 2387 410 17.2%BILI
45 1086 32 2.9%CARD
45 698 27 3.9%CBGB
38 167 3 1.8%CBGC
146 3902 130 3.3%CHOL
218 8052 1221 15.2%COLN
26 915 19 2.1%CRAN
18 966 5 0.5%CSEC
79 426 93 21.8%ESOP
37 903 7 0.8%FUSN
45 2533 29 1.1%FX
174 5734 516 9.0%GAST
82 2487 16 0.6%HER
17 66 1 1.5%HN
57 1457 13 0.9%HPRO
25 762 16 2.1%HYST
54 1030 10 1.0%KPRO
42 1277 18 1.4%LAM
57 1293 10 0.8%MAST
36 353 4 1.1%NEPH
27 97 1 1.0%OBL
29 233 3 1.3%OCVS
11 297 3 1.0%OENT
25 148 1 0.7%OES
8 628 1 0.2%OEYE
91 898 62 6.9%OGIT
43 1163 29 2.5%OGU
36 1789 13 0.7%OMS
14 286 1 0.3%ONS
10 143 0 0.0%OOB
22 185 0 0.0%OPRO
22 205 2 1.0%ORES
41 782 8 1.0%OSKN
29 328 11 3.4%PRST
202 3143 557 17.7%REC
128 1286 217 16.9%SB
12 269 5 1.9%SKGR
41 124 9 7.3%SPLE
53 1164 15 1.3%THOR
5 43 0 0.0%TP
15 124 0 0.0%VHYS
58 1670 31 1.9%VS
19 126 1 0.8%VSHN
75 441 46 10.4%XLAP
279 54581 3765 6.9%合計

2011年09月13日

公開情報掲載日: 2011年10月24日

データ集計日:

(集計対象医療機関数：279)

1



手術件数SSI件数
  SSI   
発生率

手術手技
分類

RI 0 RI 1 RI 2 RI 3

2-1. 手術手技別リスクインデックス別手術部位感染発生状況
(対象期間 2009年7月1日～2009年12月31日)

2009年7月～12月期報

院内感染対策サーベイランス公開情報 SSI部門

手術件数SSI件数
  SSI   
発生率 手術件数SSI件数

  SSI   
発生率 手術件数SSI件数

  SSI   
発生率

320 0.0%AMP 661 1.5% 374 10.8% 41 25.0%
78061 7.8%BILI 1377294 21.4% 22052 23.6% 103 30.0%
2132 0.9%CARD 44112 2.7% 42618 4.2% 60 0.0%
1002 2.0%CBGB 2658 3.0% 33317 5.1% ― ― ―
310 0.0%CBGC 682 2.9% 681 1.5% ― ― ―
3377 2.1%CRAN 46210 2.2% 1152 1.7% 10 0.0%
6411 0.2%CSEC 3224 1.2% 20 0.0% 10 0.0%
360 0.0%ESOP 34173 21.4% 4719 40.4% 21 50.0%
5122 0.4%FUSN 3612 0.6% 303 10.0% ― ― ―
170612 0.7%FX 73914 1.9% 812 2.5% 71 14.3%
214012 0.6%HER 3163 0.9% 291 3.4% 20 0.0%
531 1.9%HN 130 0.0% ― ― ― ― ― ―
8506 0.7%HPRO 5597 1.3% 460 0.0% 20 0.0%
4884 0.8%HYST 26911 4.1% 51 20.0% ― ― ―
5043 0.6%KPRO 4754 0.8% 503 6.0% 10 0.0%
63010 1.6%LAM 5807 1.2% 651 1.5% 20 0.0%
10878 0.7%MAST 2001 0.5% 61 16.7% ― ― ―
1671 0.6%NEPH 1632 1.2% 231 4.3% ― ― ―
641 1.6%OBL 320 0.0% 10 0.0% ― ― ―
740 0.0%OCVS 673 4.5% 900 0.0% 20 0.0%
1940 0.0%OENT 803 3.8% 230 0.0% ― ― ―
971 1.0%OES 490 0.0% 20 0.0% ― ― ―
5550 0.0%OEYE 721 1.4% 10 0.0% ― ― ―
42111 2.6%OGIT 35727 7.6% 9420 21.3% 264 15.4%
8355 0.6%OGU 28817 5.9% 367 19.4% 40 0.0%
14706 0.4%OMS 2794 1.4% 352 5.7% 51 20.0%
2531 0.4%ONS 290 0.0% 40 0.0% ― ― ―
800 0.0%OOB 620 0.0% 10 0.0% ― ― ―
1270 0.0%OPRO 530 0.0% 50 0.0% ― ― ―
1150 0.0%ORES 782 2.6% 120 0.0% ― ― ―
6233 0.5%OSKN 1432 1.4% 132 15.4% 31 33.3%
2096 2.9%PRST 1184 3.4% 11 100.0% ― ― ―
58277 13.2%SB 47573 15.4% 20355 27.1% 2612 46.2%
1722 1.2%SKGR 800 0.0% 163 18.8% 10 0.0%
430 0.0%SPLE 628 12.9% 191 5.3% ― ― ―
6955 0.7%THOR 4137 1.7% 533 5.7% 30 0.0%
40 0.0%TP 290 0.0% 100 0.0% ― ― ―
760 0.0%VHYS 460 0.0% 20 0.0% ― ― ―
5112 0.4%VS 7467 0.9% 40620 4.9% 72 28.6%
681 1.5%VSHN 430 0.0% 140 0.0% 10 0.0%
2278 3.5%XLAP 15318 11.8% 5114 27.5% 106 60.0%

(集計対象医療機関数：279)

2011年09月13日

公開情報掲載日: 2011年10月24日

データ集計日:

2



2-2. 手術手技別リスクインデックス別手術部位感染発生状況
     (特殊なリスクインデックスを使用する手術手技)

(対象期間 2009年7月1日～2009年12月31日)

2009年7月～12月期報

院内感染対策サーベイランス公開情報 SSI部門

(集計対象医療機関数：279)

 手術 
件数

  SSI  
件数

  SSI  
発生率

手術手技
分類

RI M RI 0 RI 1 RI 2 RI 3
 手術 
件数

  SSI  
件数

  SSI  
発生率

 手術 
件数

  SSI  
件数

  SSI  
発生率

 手術 
件数

  SSI  
件数

  SSI  
発生率

 手術 
件数

  SSI  
件数

  SSI  
発生率

166013 0.8%CHOL 131041 3.1% 71849 6.8% 19124 12.6% 233 13.0%
60439 6.5%COLN 3826424 11.1% 2783501 18.0% 736212 28.8% 10345 43.7%
1047 6.7%REC 1293141 10.9% 1379284 20.6% 329107 32.5% 3818 47.4%

手術手技
分類

RI 0-Yes RI 0-No RI 1 RI 2 RI 3
 手術 
件数

  SSI  
件数

  SSI  
発生率

 手術 
件数

  SSI  
件数

  SSI  
発生率

 手術 
件数

  SSI  
件数

  SSI  
発生率

 手術 
件数

  SSI  
件数

  SSI  
発生率

 手術 
件数

  SSI  
件数

  SSI  
発生率

2338 3.4%APPY 6998 1.1% 91757 6.2% 47878 16.3% 4912 24.5%
1682 1.2%GAST 108154 5.0% 3895361 9.3% 56192 16.4% 297 24.1%

2011年09月13日

公開情報掲載日: 2011年10月24日

データ集計日:

3



3. 手術部位感染の原因菌
(対象期間 2009年7月1日～2009年12月31日)

2009年7月～12月期報

院内感染対策サーベイランス公開情報 SSI部門

3765

2706

1059

4070

15 10 8 7 6 6 4 4 3 3 33

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ENTFS PA MRSA ENC 不明 EC BF SA CNS SE その他

(集計対象医療機関数：279)

菌種 分離数 分離割合(％)

4070n = 

上位10菌種以外はその他として集計

全SSI発生件数

培養検査非施行件数

培養検査施行件数

総分離菌数

分離割合（%）＝各分離菌数　÷　総分離菌

595 14.6ENTFS
397 9.8PA
336 8.3MRSA
293 7.2ENC
261 6.4不明
259 6.4EC
178 4.4BF
168 4.1SA
133 3.3CNS
120 2.9SE
1330 32.7その他

2011年09月13日

公開情報掲載日: 2011年10月24日

データ集計日:

4
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